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山部いきいきサロンは平成15年9月に第1回目のサロンを実施レ、今年の9月で丸11年となります。当初、山部
地区総合振興協議会の事業計画の中で「高齢者福祉に係わる在り方』を富良野市社会福祉協議会と横討レていまし
た三．当時は富良野市高齢者福祉事業の充実を図る、山部寿光圏との施誼活用と対応の中で、山部地区改善センター施
設内で福祉事業を実施レておりまレた「デイサービス包ンター」事業が山部寿光園に移転する事となり、山部改善包
ンターの施設が空き施設となる事から、今後の利用方法力精討されておりまレた。
結論として、山部地区総合軍聞協議会でi耳、関係機関と福祉事業に係わる方均等と飽識を重ね、地場福祉の一環と

レて民間力唱営する「山部いきいきサロン」を立ち上げることとなりまレた．スタッフの手配と共！こ、山部いきいき
サロン参加対象者は、どういう人たちが苅象になるのか、把握方法を地区会長や民生委員、福祉団体等の方勾を通じ
て形勢を整え、山部いきいきサロンが抽区住民からの大きな期待の中で誕生まレた。
現在「平成26年4月」での登録人数は、男女会員45名と16名の男女スタッフで、毎月1固計画的に開催を致レ

ております。毎月の開催手順では、 3力用毎の開催予定衰を地区担当のスタッフが地区の会員に配布をレ、更に毎用
開催日の15目前には、スタッフが当月の実施するメニューの藁内曹を配布レて出欠の確認をしてから事務局報告を
する、という手順でございます。
開催する山部いきいきサロンの内容では、講話とゲーム、温泉入浴、そぱ釘ち惇験とゲーム、高齢者の成人病予防

と健康維持〈保健指導〉又は交通被害や犯罪被害者とならない防犯研修〈警察署員〉自然景観視察〈文型パスで外
出〉、保育園児との交流、姐居生活の自由識話とゲーム等のメニューの中で、寄月有意義！こ地鼠住民の貴重な品れあ
いの揚として、楽レいサロンの開催で太変喜ばれながら活動を続けています。

〈文章：山部いきいきサロン運営委員長宍戸義美様〉

t味いゆレー弓イス（＂：：大講足

社会福祉協鴎会は、民聞の社会福祉活動を推進するととを目的とした曽利を目的とし怠い民間組織です。富良
野市社会福祉協議会は、平成24年3月に作成し、たしました、富良野市地場福祉実践計画に基づいて、地場の皆

横のご支援、と協力のもと、横々to.：椙祖t事業を実施しています。
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側蝿の眠置を発見・共有し、
解決するための仕組みづくり

＠住民一人ひとDの生活課題を吏l才
止め、解決していくための体制づくり

倒蝿づくりを主体的に担う人づくり

＠在宅生活を支える利用者満足塵の
商し唱世サービスづくD

＠聞固に柔軟に対応し、解決してい
くための組鎗づくD
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